
①妥当性

南区　区域まちづくり事業　効果検証シート

事業名称 実施主体

子育て世代等外国人支援事業

事業内容

　外国人家庭への支援には「言葉の壁」が常につきまと
うことが大きな課題である。特に保健師等専門職が支
援の中で扱う言葉は特殊であり、会話の内容も込み
入ったセンシティブな内容が多いことから、多言語に対
応できる対人通訳ツールを導入することで、情報が届き
にくい子育て世代の外国人に対し、通訳を介してコミュ
ニケーションを円滑にし、情報の提供や支援の質を高
める。

活動指標

南保健センター

事業目的

②協働の視点 ③インパクト

R3

今後、外国人家庭は増加することが予測されるため、テレビ通訳の継続と子育てや健康に関する資料をベトナム語・中国語・英語等に翻訳することでさらに安心して子育て等ができる環境整備とすす
めていく。

個別支援を主とする事業であるため、他
団体等との協働は図りにくい。

△

　多国籍外国人への適切な子育て支援を行うため、タ
ブレットによるテレビ電話を用いた多言語に対応できる
対人通訳ツールを導入する。
　発達や歯科等に関するリーフレットや乳幼児健診の
問診票の変更部分についてベトナム語に翻訳し、保健
指導に活用する。

R4

総合評価

個別支援を主とする事業であるため、発
展性は低いが、外国人が子育てしやす
いまちづくりに寄与することができる。ま
た、リーフレットや問診票等の翻訳につ
いては他区でも活用できるよう共有して
いる。

R２

○

利用者の意見

・母国語で相談でき
る安心感が得られ、
不安の軽減に繋
がった。
・今まで言葉（コミュ
ニケーション）の壁で
諦めていた相談が
できた等

外国人コミュニティの繋
がりや生活状況を保健
師に教えてくれた。（相
談以外の話が広がりや
すくなり、外国人保護者
から得られる情報が他
の支援に役立つことが
あった）

乳幼児健診時
に心配事を相談
することで市医
療機関につなげ
ることができた
等

◎

南区の子育て支援の特性として外国人
家庭への支援を挙げることができる。

④効率性

拡充
継続
見直し
廃止

保護者へ生活や子育ての情報を正しく伝えられること以外に、保護者が専門職に母国語で相
談できる機会があることで安心感が得られ、育児不安の軽減が期待できる事業である。

今後の方向性（課題、改善提案等）

◎

⑤自立発展性

〇

テレビ電話通訳により、双方の意思疎通
が円滑に行える。そのため、外国人の
困りごとなどに沿った支援や情報提供
ができ、外国人家庭を孤立させないこと

ができる事業である。

〇

テレビ電話通訳により、コミュニケーションを
図る時間の短縮を図ることができる。保健指
導等で配布できる資料を作成することで、家
庭でも内容を確認することができる。


